
 

 

 

 

 

 

【多くの目で子どもを見る③】 
 11月とは思えない暖かな陽気から

一転、酷寒の冬がやってきました。体

調に気を付けて、ぜひとも身も心も温

まる冬であることを願っております。 
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 さて、生活アンケートの結果や児童

情報共有などで話題に上がる内容の

一つに、子どもは家庭と学校で見せる

姿が違うことがあります。またそのこ

とから、保護者と担任との課題意識が

ずれる場合も出てきます。上の表で、

A と D にあたる場合、お子さんは家

庭でも学校でも同じ姿を見せている

と考えられ、担任と保護者は同じ目線

で支援・指導にあたることができます。 

 一方で B や C にあたる場合は、家

庭と学校で見せる姿が異なっており、

具体的な姿を聞き合った上で、お互い

の考えを理解することが大切になり

ます。C にあたる場合は、「外で頑張

っているケース」が多く、自分を 

出せていることから、担任から見 

たよさを、お子さんのよい一面と 

して捉え、褒める材料の一つとし 

ていただければと思います。 

 Bにあたる場合は、家庭では問 

題はないのに、学校では家の姿か 

らは想像できない姿が見られるよ 

うなケースで、学校での支援・指 

導が不十分であることが要因とな 

ることもありますが、まず学校で 

の様子を見ていただくことから始 

め、学校と家庭とでお子さんの様 

子を共通理解し、それぞれができ 

ることを話し合って対応していく 

ことが大切かと思います。学校で 

の指導を改善するためにご家庭で 

の対応を参考にさせていただくこ 

ともありますし、学校からお願い 

する場合もあります。何より大切 

なことは、子どもたち一人ひとり 

がかけがえのない存在であり、学 

校と家庭がお子さんたちの成長を 

共に話し合い、支え育んでいくパ 

―トナーでありたいと強く思いま 

す。学校では、担任だけでなく多 

くの目でお子さんたちを見守る体 

制を作っております。個別懇談等、 

改めてよろしくお願いいたします。 
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